
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
で

　
　
　

地
域
の
魅
力
を
発
信

　

里
山
保
全
団
体
で
あ
る
「
き
ぬ
が

さ
山
里
山
に
親
し
む
会
」、「
趣

お
も
む
き
む
ら
邑
」、

「
山や

ま
き
か
い

貴
会
」
が
繖
き
ぬ
が
さ

山
か
ら
箕み
つ
く
り作

山
ま
で

の
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
を
整
備
す
る
中
で

生
ま
れ
た
「
東
近
江
ト
レ
イ
ル
構
想
」。

平
成
30
年
10
月
に
五
個
荘
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
が
観
光
資
源
と
し
て
の
活

用
を
東
近
江
市
に
提
案
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
東
近
江
ト
レ
イ
ル
実
行

委
員
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
近
江
市
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

里
山
の
原
風
景
を
守
る
環
境
整
備
を
進

め
る
一
方
、
低
山
の
魅
力
を
伝
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
エ
コ
ツ
ア
ー
を
開
催
。

身
近
な
自
然
を
い
か
し
た
東
近
江
ト
レ

イ
ル
の
定
着
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

特
集　
共
に
考
え
、
共
に
創
る
。

東近江トレイル実行委員会
事務局　西野裕紀子さん

　東近江市の豊かな自然や歴史・文化、観光資源をさまざまな人に知っ
てもらい、体感してもらえるよう、里山の環境整備やツアーの企画をし
ています。ほかにも登山サポートを通じて、子どもたちが自然に親しむ
きっかけや里山の楽しさを伝えています。里山を保全する人材を育成す
ることで、豊かな里山を未来につなげていきたいと考えています。

子どもたちに里山の魅力を伝える

里山保全団体 まちづくり協議会

学
生
カ
フ
ェ
で
地
域
の
人
と
交
流

　

一
昨
年
の
中
学
生
議
会
を
き
っ
か

け
に
、
世
代
を
超
え
て
地
域
に
根
ざ

し
た
つ
な
が
り
で
、
よ
り
良
い
地
域

を
つ
く
り
た
い
と
、
愛
東
中
学
校
出

身
の
高
校
生
３
人
が
「
学
生
カ
フ
ェ　

Ｆフ
ィ

ー

カ

ｉ
ｋ
ａ
」
を
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
北
欧
に
は
、
家
族
や
同
僚
と
一
緒

に
コ
ー
ヒ
ー
と
焼
き
菓
子
を
楽
し
み
な

が
ら
ひ
と
息
つ
く
「
フ
ィ
ー
カ
」
と
い

う
習
慣
が
あ
り
、
学
生
と
地
域
の
人
が

交
流
す
る
場
を
提
供
し
た
い
と
い
う
思

い
で
名
付
け
ま
し
た
。

　

学
生
が
企
画
し
て
い
ま
す
が
、
学
校
と

の
調
整
や
場
所
の
提
供
、
保
険
の
加
入
な

ど
学
生
で
は
難
し
い
部
分
は
愛
東
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
や
あ
い
と
う
ふ
く
し

モ
ー
ル
、
愛
東
く
ら
し
の
会
議
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
団
体

や
地
域
の
大
人

が
協
力
を
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
８
月
の

本
格
オ
ー
プ
ン

に
向
け
て
準
備

の
真
最
中
で
す
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
地
域

や
学
生
と
交
流

の
輪
を
広
げ
て

く
だ
さ
い
。

左から、
村山鈴

すずね

音さん（八日市高等学校１年）
松吉颯

さつき

希さん（八日市高等学校１年）
横田侑

ゆ あ

亜さん（彦根翔西館高等学校１年）

　プレオープンでは、たくさんの人から「おいしかった」の
声やアドバイスが聞けてうれしかったです。
　この活動を企画から考えることで得たものを将来の自分の
夢にいかしたり、後輩たちに引き継いでいったりすることで、
地域の人との交流の場を未来へつなげていきたいです。

地域の人との交流の場を未来へつなげる

学生カフェFika
インスタグラム

地域住民 まちづくり協議会学生

市
民
が
本
市
に
誇
り
を
も
ち
、
未
来
の

ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
人

と
人
が
つ
な
が
り
合
え

る
豊
か
な
東
近
江
市
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

人
と
人
が
つ
な
が
る

豊
か
な
本
市
を
目
指
す
た
め
に

　

本
市
で
は
、「
惣
村
」（
※
）
と
呼
ば

れ
る
地
域
の
人
た
ち
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
が
古
く
か
ら
根
付
い
て
い
ま
す
。
少

子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
社
会
情
勢

が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
本
市
で
は
、

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
よ
り
良
く
し
よ
う

と
市
民
自
ら
が
気
付
き
取
り
組
む
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
第
一

次
東
近
江
市
市
民
協
働
推
進
計
画
を
平

成
26
年
度
に
策
定
し
、
地
域
課
題
の
解

決
や
豊
か
な
暮
ら
し
に
つ
な
が
る
施
策

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
４
月
に
策
定
し
た
第
二
次

東
近
江
市
市
民
協
働
推
進
計
画
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
更
に
進
め
、
本
市

の
先
人
が
守
り
育
て
て
き
た
財
産
で
あ

る
自
然
環
境
や
、
歴
史
・
文
化
の
す
ば

ら
し
さ
を

再
発
見
・

発
信
す

る
こ
と
に

よ
っ
て
、

　

本
市
で
は
、
行
政
と
市
民
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
一
層
進
め
る
た
め
、
第
二
次
東
近
江
市

市
民
協
働
推
進
計
画
（
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
15

年
度
ま
で
の
10
年
間
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
市
内
各
所
で
行
わ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
協
働
の
取
組
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

第
二
次
東
近
江
市
市
民
協
働
推
進
計
画

４
つ
の
基
本
施
策 市ホームページ

基本施策１

東近江市の「アイデンティティ」
の再発見

郷土愛と人づくり

推進体制の促進

資金調達の仕組みの拡充
情報の共有

基本施策２ 交流・活動の基盤
づくり

基本施策３

自治会活動の推進
まちづくり協議会活動の推進
協働による地域自治の仕組みづ
くり

持続可能な地域自治
の醸成

基本施策４
中間支援組織との連携を促進
協働による「地域共生」のまち
づくりを推進

協働の仕組みづくり

交流・活動の場づくり

～未来につなげるまちづくり～～未来につなげるまちづくり～共に考え、共に創る。共に考え、共に創る。特集

※�惣村とは、室町時代を中心に農村で発生した自治的な組織

3　広報ひがしおうみ　2024.7.1 広報ひがしおうみ　2024.7.1　2



魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
で
培
い

広
が
る
協
働
の
輪

　

平
成
18
年
か
ら
び
わ
湖
周
辺
の
水
田

に
湖
魚
が
産
卵
・
繁
殖
の
た
め
に
遡そ

上

で
き
る
よ
う
、
排
水
路
に
魚
道
を
設
置

す
る
取
組
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
企
業
や

大
学
、
栗
見
出
在
家
町
自
治
会
を
含
む

８
団
体
が
共
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
水
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
活

用
し
て
、
食
農
教
育
・
環
境
教
育
の
実

践
に
よ
る
市
民
と
都
市
住
民
と
の
交
流

や
首
都
圏
の
中
学
生
を
受
け
入
れ
る
農

家
民
泊
な
ど
、
協
働
の
輪
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

び
わ
湖
の
森
を
元
気
に

　

び
わ
湖
の
森
を
元
気
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト「
ｋキ

キ

ト

ｉ
ｋ
ｉ
ｔ
ｏ
」
は
、
び
わ
湖
の

水
を
育
む
大
切
な
場
所
で
あ
る
森
林
を
健

全
に
保
つ
た
め
、
森
林
の
仕
事
に
携
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
始
ま
り

ま
し
た
。
ｋ
ｉ
ｋ
ｉ
ｔ
ｏ
は
、
間
伐
材
を

活
用
し
た
製
品（
鉛
筆
や
コ
ピ
ー
用
紙
な

ど
）
を
作
る
こ
と
で
、
森
林
の
保
全
に
つ

な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
森
林
を
適
正
に

管
理
す
る
た
め
に
木
材
の
買
取
り
を
行

い
、
木
材
の
活
用
を
促
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か　

　

本
市
で
は
、
今
回
紹
介
し
た
取
組
を

は
じ
め
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
良
く
し

よ
う
と
多
く
の
人
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
時
代
の
変
化
に
対
応
し
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
市
民
一
人
一
人
が
ま
ち
づ
く
り

の
担
い
手
と
な
っ
て
、
積
極
的
に
参
加

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
民
と
市
民
、
行
政
と
市
民
が
補
完

し
合
い
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
、

さ
ら
に
そ
の
活
動
が
つ
な
が
り
、
新
し

い
人
を
巻
き
込
ん
で
輪
が
広
が
れ
ば
、

よ
り
す
ば
ら
し
い
ま
ち
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
ず
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
ち
づ
く
り
協
働
課

０
５
０
‐
５
８
０
１
‐
５
６
２
３

０
５
０
‐
５
８
０
１
‐
５
６
２
３

０
７
４
８
‐

０
７
４
８
‐
2424
‐
５
５
６
０

‐
５
５
６
０

　魚のゆりかご水田活動は、「かつての田園風景を取り戻
す」、「安全・安心な米づくり」、「地域の一体化」などの
目標を掲げて取り組んでいます。
　この活動は、さまざまな賞を受賞し、全国的に認知さ
れてきています。本市でも広く市民にこの活動を知って
もらい、農家、非農家にかかわらず、子どもたちにも関
心をもってもらうことで次世代へつなげていきたいです。

魚のゆりかご水田協議会

子どもたちを巻き込み次世代へ

一般社団法人ｋｉｋｉｔｏ
代表理事　大林恵子さん

特
集　
共
に
考
え
、
共
に
創
る
。

　森林所有者から間伐材を買い取り、地元企業や木工職人と連
携して地域材を無駄なく有効に活用できるように取り組んでい
ます。山や森の価値を再認識するきっかけとして、企業の森の
コーディネートを通して森林整備や森林学習を地域と一緒に行
い、新たなつながりを生んでいます。
　東近江市の豊かな自然や生物を、「ｋｉｋｉｔｏ」の活動を通し
て将来につないでいけるよう挑戦しています。

豊かな自然や生物を残していきたい

自治会 教育・研究機関事業者行政事業者 NPOなど

中間支援組織ってなに？ 中間支援組織の一例
CheckCheck

　「誰かの夢を応援したい」「困っ
ている人の役に立ちたい」そんな
想いをいかし地域のお金を循環さ
せることで、社会的意
義のある活動と皆さん
の応援をつなぎます。

　地域課題の解決に向けて、市民、行政、事
業者などをつなぎ、活動を支援することで「協
働」の下支えをしています。 　市民の主体的な活動を応援する

「つながる」「ひろがる」「支えあう」
をテーマに、相談やネットワーク
づくりなどさまざま
な事業を通じて支援
しています。

令和６年緑化推進運動功労
者内閣総理大臣賞を受賞
　間伐材の利用促進と広く緑化
意識の醸成に貢献してきたこと
が評価されました。

４月４月にに受
賞受賞

ホームページホームページ

間伐材を運搬しています。 田植えの体験をしています。

・相談や協働のコーディネート
・�多様な主体およびボランティアのネット
ワークづくり
・資金調達の支援、情報提供　など

行政

市民 NPOや
事業者など

中間支援中間支援
組織組織

中間支援中間支援
組織組織

中間支援中間支援
組織組織
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